


























































































































































































































































































































































































































































































































































振り上げ足 抜き足 踏み切り 前傾姿勢
第１時(全体) 2.33点 2.31点 2.40点 2.22点
第８時(全体) 3.43点 2.99点 4.13点 3.76点
時期の主効果 P＜0.001 P＜0.001P＜0.001P＜0.001
交互作用 N.S. N.S. N.S. N.S.
図10「共有タイム」実践後に学習ノートに身体的気づ
きを記述した生徒の割合
和歌山大学教育学部教育実践総合センター紀要 №24 2014
15
端末による動画を見ながら走者本人の感覚を聞くこと
により内在的フィードバックへの気づきを促したと解
釈できる。授業終盤向上群では当初は意欲・関心があ
まり高くなかったが、共有タイムを実施することに
よって内在的フィードバックへの気づきが高まり、記
録会でその効果を確認できたことによりその効果を認
識したと推察できる。その過程において、動画と感覚
の共有による協働学習がハードリング技能の成果の認
識を高めたと推察できる。もちろん、このような効果
は学習ノートの記述から高学習意欲群にもあったこと
は想像できるが、当初から意欲的に取り組み全ての尺
度得点が上限に近かったこの群では天井効果のためそ
れ以上向上しなかったと考えられる。一方、消極的参
加群では共有タイム導入時の５～７時間目に学び方と
協力が向上している。これは４時間目までの個人練習
では積極的に参加できなかった生徒達が、ICT機器に
より撮影・鑑賞する学習形態に対して興味を持ち、通
常より積極的に参加していたことを示唆している。ま
た仲間との協働学習の場を設けることにより、それま
で消極的な参加姿勢であった生徒が学習に参加する
きっかけとなったことも想像できる。その点では他者
理解やコミュニケーションの促進、学習に対する興味
の喚起の効果があったと言えよう。
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